
非常持ち出し品・備蓄品

災害用伝言ダイヤル 171

伝言を残すには （録音方法） 伝言を聞くには

（使い方）

（再生方法）

災害用伝言ダイヤル 171 に電話をかけると、 伝言を録音したり再生することができます。 なお、 災害用伝言ダイヤル 171 は、
災害の発生により、 被災地へ安否確認や問合せなどの電話が増加し、 つながりにくい状況になった場合に提供が開始されます。

携帯電話やスマートフォン、 インターネットから伝言を文字入力 ・ 確
認できます。 文字数は 1 伝言あたり１００文字以下です。

伝言を入れる 録音は 30 秒以内

１７１に電話

ガイダンスに沿って１を押す

ガイダンスに沿って自宅（被災地）の固定電話
番号を市外局番からダイヤルする

※ 連絡を取りたい被災地の方の固定電話番号に伝言を
　　残すこともできます。

伝言を聞く

１７１に電話

ガイダンスに沿って２を押す

災害用伝言板 （Web171）

ガイダンスに沿って連絡を取りたい被災地の方の
固定電話番号を市外局番からダイヤルする

※ 自宅（被災地）の固定電話番号に録音された伝言を、
　　被災者の方が聞くこともできます。　

携帯電話 ・ スマートフォンの災害用伝言板

携帯電話各社 （NTT ドコモ、 KDDI、 ソフトバンク、 ワイモバ
イル） の携帯電話から伝言を文字入力できます。

https://www.web171.jp/

各携帯端末のトップ画面から「災害用伝言板」にア
クセスし、画面の指示に従って操作してください。

交通情報 ・道路状況 ・気象情報

ライフラインに関すること

行政機関

災害時の連絡先 ・問い合わせ先

JR 東日本お問い合わせセンター

安中タクシー

群馬バス

ボルテックスアーク

JR バス関東

日本中央バス （株）

群馬県内の大雨等による通行規制情報 （国道 ・ 県道）

日本道路交通情報センター

日本道路交通情報センター携帯電話短縮ダイヤル

気象庁

https://www.jreast.co.jp/

https://www.gunbus.co.jp/
https://www.vortex.gr.jp/group/ark/
http://www.jrbuskanto.co.jp/
http://ncb.jp
http://www.kendobousai-gunma.jp/kisei/RegulationList.htm
https://www.jartic.or.jp

http://www.jma.go.jp/

050-2016-1600
027-381-0888
027-374-0711
027-381-1919
0267-22-0588
027-287-4000

050-3369-6666
＃8011
177

東京電力パワーグリッド株式会社

安中市上下水道部

東日本電信電話株式会社 （NTT 東日本）

0120-995-007
027-382-1111
113

https://www.tepco.co.jp/pg/
https://www.city.annaka.lg.jp/waterworks/
https://www.ntt-east.co.jp/

027-382-1111
027-223-1111
027-382-1818
027-381-0110
027-382-1350
027-393-0495

安中市役所 （災害対策本部）

群馬県庁

安中消防署

安中警察署

安中土木事務所

国土交通省関東地方整備局 高崎河川国道事務所碓氷出張所

https://www.city.annaka.lg.jp/
https://www.pref.gunma.jp/

https://www.ktr.mlit.go.jp/takasaki/

避難所の備蓄品には限りがあり、 高齢者や身体の不自由な方や乳幼児などへ優先的に配付さ

れますので、自らが十分な準備をすると安心です。 非常持ち出し袋には、両手の空くリュックサッ

クが便利です。 重すぎないかどうか、 いちど背負ってみましょう。

□ 携帯ラジオ　　□ 懐中電灯（予備の電池も）　□ ろうそく（太くて安定のよいもの）
■ 非常持ち出し袋（リュックサックなど）に入れておくもの

□ 雨具（カッパ）　　□ 手袋　　□ ヘルメット（防災ずきん）　　□ 安中市災害対応ガイドブック（この冊子）　　
□ 貴重品（預金通帳、マイナンバーカード、健康保険証、免許証、住所録のコピーなど）
□ 現金（紙幣だけでなく、公衆電話用の 10 円硬貨も）　□ スマートフォン・携帯電話（充電器）

■ 避難時の必需品

□ 毛布･寝袋　　□ カセットコンロ（ガス）　　□ 使い捨てカイロ　　□ 割りばし　　□ 床に敷くシート　□ 食品用ラップ
■ あると便利なもの

□ 粉ミルク　□ 紙おむつ　□ 生理用品　□ 常備薬（持病のある方は忘れずに）　
□ 高齢者や障がい者のための準備品（介護用品など）

■ 家族構成によって必要なもの

①あまり重いと避難行動に支障がでるので、重すぎる場合は減らしましょう。
②水を注ぐだけで簡単にできる、比較的軽い乾燥食品などを用意しましょう。
③各自に１つのリュックを用意し、それぞれ持ち出しやすい場所に分散して保管しましょう。　

□ 非常食（クラッカーなど）・飲料水 
□ 生活用品（ライター、ナイフ、ロープ、缶切り、ティッシュペーパー、ビニール袋、歯ブラシ、消毒用アルコール、マスク※ など）
□ 衣類（下着、上着、手袋、靴下、ハンカチ、タオルなど）
□ 救急薬品（ばんそうこう、ガーゼ、包帯、三角巾、消毒薬、解熱剤、胃腸薬、かぜ薬、鎮痛剤、目薬、とげ抜き、体温計など） 

※マスク、消毒用アルコールはウイルスなどの感染防止にも役立ちます

ライフラインの停止は長期に及ぶ可能性もあります。 ライフラインが復旧するまでの数
日間のために、 飲料水や食料などの備蓄があると安心です。

日 頃 の 買 い 置 き

1 週間分を推奨

買ってくる

消費する
置いておく

いつも食べてるものだから、
もしものときに元気が出るね！

少し多めに食料を買っておき、
使った分を補充する備蓄方法です。

ローリングストック方式

保存性のよい食料や水を買い置きし、消費
したら買い足す(ローリングストック方式 )

水を加えて食べられる米（アルファ化米）、
缶詰、乾パン、インスタント・レトルト食品、
栄養補助食品、お菓子、調味料、スープなど

水（大人１人当たり１日３リットル）

カセットコンロ、ガスボンベ、固形燃料

簡易トイレ、汚物保管用容器、トイレ袋、
トイレットペーパー

食 料 及 び 飲 料 水

燃 料

ト イ レ 用 品

自宅に備蓄しておくもの

避難の際に持って行くもの事前にチェック

事前にチェック
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